
































































































　特別調査の嚆矢となったのは昭和 23 年（1948）の薬物調査と楽器調査で，以来表 1 のごとく行
われている。その成果は，昭和 20 年代は主に『書陵部紀要』に公表された。昭和 30～40 年代にな
 調 査 項 目  調 査 期 間  報 告 書
 薬物（第 1 次）  昭和 23～26 年（1948～1951）  『正倉院薬物』（植物文献刊行会，1955 年）
 楽器  昭和 23～27 年（1948～1952）  『正倉院の楽器』（日本経済新聞社，1967 年）
 建築  昭和 24・30 年（1949・1955）  『書陵部紀要』第 7 号，1956 年
 金工（第 1 次）  昭和 25～27 年（1950～1952）  『書陵部紀要』第 5 号，1955 年
 密陀絵  昭和 25～28 年（1950～1953）  『書陵部紀要』第 4 号，1954 年
 漆工（第 1 次）  昭和 28～30 年（1953～1955）  『書陵部紀要』第 9・11 号，1958・1959 年
 材質  昭和 28～30 年（1953～1955）  『書陵部紀要』第 8 号，1957 年
 古裂（第 1 次）  昭和 28～37 年（1953～1962）  『書陵部紀要』第 7～13 号，1956～1962 年
 絵画  昭和 31～33 年（1956～1958）  『正倉院の絵画』（日本経済新聞社，1968 年）
 書蹟  昭和 31～34 年（1956～1959）  『正倉院の書蹟』（日本経済新聞社，1964 年）
 ガラス  昭和 34～36 年（1959～1961）  『正倉院のガラス』（日本経済新聞社，1965 年）
 紙（第 1 次）  昭和 35～37 年（1960～1962）  『正倉院の紙』（日本経済新聞社，1970 年）
 陶器  昭和 37～39 年（1962～1964）  『正倉院の陶器』（日本経済新聞社，1971 年）
 羅  昭和 37～43 年（1962～1968）  『正倉院の羅』（日本経済新聞社，1971 年）
 大刀外装  昭和 38～40 年（1963～1965）  『正倉院の大刀外装』（小学館，1977 年）
 古裂（第 2 次）  昭和 38～47 年（1963～1972）  『書陵部紀要』第11・14・19・26 号，1959・1962・1967・1974 年
 伎楽面  昭和 40～42 年（1965～1967）  『正倉院の伎楽面』（平凡社，1972 年）
 刀身  昭和 41～43 年（1966～1968）  『正倉院の刀剣』（日本経済新聞社，1974 年）
 組紐  昭和 43～45 年（1968～1970）  『正倉院の組紐』（平凡社，1973 年）
 漆工（第 2 次）  昭和 43～45 年（1968～1970）  『正倉院の漆工』（平凡社，1975 年）
 金工（第 2 次）  昭和 45～47 年（1970～1972）  『正倉院の金工』（日本経済新聞社，1976 年）
 木工  昭和 47～49 年（1972～1974）  『正倉院の木工』（日本経済新聞社，1978 年）
 木材  昭和 51～53 年（1976～1978）  『正倉院年報』第 3 号，1981 年
 竹  昭和 54～56 年（1979～1981）  『正倉院年報』第 6 号，1984 年
 植物  昭和 57～58 年（1982～1983）  『正倉院年報』第 9 号，1987 年
 石製宝物  昭和 59～60 年（1984～1985）  『正倉院年報』第 10 号，1988 年
 瑇瑁  昭和 61～62 年（1986～1987）  『正倉院年報』第 13 号，1991 年
 真珠  昭和 63～平成 1 年（1988～1989）  『正倉院年報』第 14 号，1992 年
 繊維  平成 2～3 年（1990～1991）  『正倉院年報』第 16 号，1994 年
 螺鈿  平成 4～5 年（1992～1993）  『正倉院年報』第 18 号，1996 年
 薬物（第 2 次）  平成 6～7 年（1994～1995）  『図説 正倉院薬物』（中央公論新社，2000 年）
 鳥  平成 8～9 年（1996～1997）  『正倉院紀要』第 22 号，2000 年
 年輪年代  平成 10～11 年（1998～1999）  『正倉院紀要』第 23 号，2001 年
 刺繍  平成 12～13 年（2000～2001）  『正倉院紀要』第 25 号，2003 年
 皮革  平成 14～16 年（2002～2004）  『正倉院紀要』第 28 号，2006 年
 紙（第 2 次）  平成 17～20 年（2005～2008）  『正倉院紀要』第 32 号，2010 年
 毛  平成 21～24 年（2009～2012）  『正倉院紀要』予定














期　間 : 昭和 31～34 年（1956～1959）
報告書 :『正倉院の書蹟』日本経済新聞社，昭和 39 年（1964）
図　版 : 原色図版 11 点，単色図版 173 点，別に単色挿図 103 点










期　間 : 昭和 35～37 年（1960～1962）
報告書 :『正倉院の紙』日本経済新聞社，昭和 45 年（1970）















　　期　間 : 昭和 45～47 年（1965～1967），昭和 49 年（1969）補足
　　報告書 :『正倉院の金工』日本経済新聞社，昭和 51 年（1976）
　　図　版 : 原色図版 28 点，単色図版 358 点，銘文図版 65 点
＊金工に施された銘文の図版を豊富に含む。佐波理加盤付属文書の表裏写真，反古紙に巻か
れた佐波理匙の写真もあり。

















年報」『書陵部紀要』第 28 号，1977 年］













調査年度 調査対象 関説・分析情報 巻数 担当 所収 その他 影印集成（八木書店）ほか
◎ 戦後　特別調査の開始　（表 3  特別調査①～② 参照）
昭和 50（1975） 正集 1～10 10 巻 柳 書陵 28
昭和 51（1976） 正集 11～20 10 巻 柳 書陵 29
昭和 52（1977） 正集 21～30 正集 20 10 巻 柳 年報 1
昭和 53（1978） 正集 31～40 正集 16，27，別集 28 10 巻 熊谷 年報 2 ◎ 正倉院宝物銘文集成（松嶋順正）
昭和 54（1979） 正集 41～45続修 1～5
続修 42，43，続々 28-7，35-6，
46-6 10 巻 熊谷 年報 3
昭和 55（1980） 続修 6～15 正集 12，続々 38-1 10 巻 熊谷 年報 4
昭和 56（1981） 続修 16～35 正集 5，続修 40，41，43，続々 42-5 20 巻 熊谷 年報 5 ◎ 歴博コロタイプ撮影開始（1981～）
昭和 57（1982） 続修 36～45 続々 23-4，44-10，45-1 10 巻 杉本 年報 6 X線回折装置の導入岸「四至図」，熊谷「帳外品」
昭和 58（1983） 続修 46～50後集 1～5 続々 11-5・6，44-6 10 巻 杉本 年報 7
蛍光X線分析装置の導入 
点本調査，杉本「経巻銘」（1）
昭和 59（1984） 後集 6～25 続修 21，続々 40-2 20 巻 杉本 年報 8





20 巻 杉本 年報 9 資料紹介（124 号櫃文書）







20 巻 杉本 年報 10
◎ 史料目録刊行開始（1987～） 
◎ 影印集成刊行開始（1988～）
昭和 62（1987） 別集 23～42 続修 28，続々 38-3・4，39-4 20 巻 杉本 年報 11 冊 対象 刊行 担当
昭和 63（1988） 別集 43～50塵芥 1～2 報告は次号にまとめる 10 巻 杉本 年報 12
赤外線カメラの導入 
杉本「鳥毛立女裏面」
1 正集 表 1～21 1988.5 関根・杉本
3 正集 裏 1～21 1989.1 関根・杉本
平成 1（1989） 塵芥 3～22 塵芥37　X線（塵芥12，14，20） 20 巻 杉本 年報 13 杉本「端継・式敷・裹紙」 2 正集 表 22～45 1990.1 関根・杉本
平成 2（1990） 塵芥 24，25，28，30，35 塵芥 10，21 5 巻 杉本 年報 14 4 正集 裏 22～45 1990.9 関根・杉本
平成 3（1991） 塵芥 23，29，31， 34，36 塵芥 2，3，5，16～18，続々 47-4 5 巻 杉本 年報 15 5 続修 表 1～25 1991.4 関根・杉本
平成 4（1992） 塵芥 26，32 続修 2，32，塵芥 1，往来 2 号 2 巻 杉本 年報 16 7 続修 裏 1～25 1992.2 関根・杉本





塵芥全体 4 巻3 冊 杉本 年報 18
8 続修 裏 26～50 1994.3 関根・杉本
◎ 荘園絵図聚影刊行（1995～2002）
平成 7（1995） ― ― ― 年報 19 杉本「経巻銘」（2） 9 後集 表 1～22 1995.8 米田・杉本
平成 8（1996） ― ― ― 紀要 20 短報（日向国計帳ほか） 10 後集 表 23～43 1996.8 米田・杉本
平成 9（1997） ― ― ― 紀要 21 尾形「調絁」 11 後集 裏 1～43 1997.8 樫山・杉本
平成 10（1998） ― ― ― 紀要 22
平成 11（1999） ― ― ― 紀要 23 飯田「未修目録」（1） 12 別集 表 1～22 1999.8 樫山・杉本




13 別集 表 23～50 2000.12 杉本・飯田
平成 13（2001） ― X 線（献物帳，続々 46-4） ― ― 紀要 25 飯田「未修目録」（3） 14 別集 裏 1～50 2001.8 杉本・飯田





10 巻 飯田 紀要 27 蛍光分光光度計の導入短報（景雲経軸端の顔料）






10 巻 飯田 紀要 29 飯田「新発見の文書断片」 杉本「四分律」 16 塵芥 表 21～39 2006.3 杉本・飯田
◎ 特別調査 紙（第 2 次）　（表3 特別調査③ 参照）
紀要 30 飯田「大嶋郡」，北「献物帳」平成 18（2006）
平成 19（2007） 紀要 31 17 塵芥 裏 1～39 他 2007.8 杉本・飯田
平成 20（2008） 紀要 32 椰子実 ◎ 荘園絵図聚影 釈文編古代（2007）
平成 21（2009） ― ― ― 紀要 33 雑材（倉札） ◎ 東南院古文書撮影（2008～2010）
平成 22（2010） ― ― ― 紀要 34 開田地図（糞置）， 薬袋，飯田「景雲経」
平成 23（2011） ― ― ― 紀要 35 雑札第1号，薬袋，米田「屏風」




















のちデジタルカメラに移行して，平成 26 年現在，撮影は続々修第十帙に突入，完成品は累計 358









































































刊行年  執筆・編集  タイトル  所収等  出版社  備考
明治 41（1908） 宮内省宝器主管 『正倉院御物目録』 （←宮内省御物整理掛）
明治 41（1908） 宮内省宝器主管 『正倉院古文書目録』　正集 / 続修 / 後集 / 別集 / 塵芥 / 続々修 3 冊 / 東南院　計 9 冊
大正 10（1921） 橋本進吉解説 『南京遺文』 「南都秘 」 佐佐木信綱
昭和 2（1927） 橋本進吉解説 『南京遺芳』 佐佐木信綱
昭和 4（1929） 奈良帝室博正倉院掛 『正倉院古文書目録』　上（正集～続修別集），中（続々修 / 塵芥），下（東南院）　計 3 冊
戦後 特別調査の開始（表 1 特別調査一覧 参照）
昭和 34～35 戸籍計帳研究会 正倉院戸籍調査概報 『史学雑誌』68-3，69-2・3 昭和 33～35 年 科研「戸籍計帳」
①昭和 39（1964） 正倉院事務所編 『正倉院の書蹟』 宮内庁蔵版 日本経済新聞社 昭和 31～34 年 特別調査「書蹟」
昭和 44（1969） 関根真隆 『奈良朝食生活の研究』 吉川弘文館
②昭和 45（1970） 正倉院事務所編 『正倉院の紙』 宮内庁蔵版 日本経済新聞社 昭和 35～37 年 特別調査「紙」
昭和 49（1974） 関根真隆 『奈良朝服飾の研究』 吉川弘文館
昭和 50（1975） 松島順正編 『正倉院の書跡』 「日本の美術」105 至文堂
昭和 53（1978） 松嶋順正編 『正倉院宝物銘文集成』 吉川弘文館
昭和 56（1981） 松島順正編 『飛鳥・奈良時代の書』 「日本の美術」179 至文堂
昭和 50 年度 古文書経常調査の開始（表 2  古文書の経常調査 参照）
昭和 51（1976） 正倉院事務所編 『正倉院の金工』　 宮内庁蔵版 日本経済新聞社 昭和 45～47 年 「金工（第 2 次）」
昭和 62（1987） 杉本一樹解説補注 『南京遺文・南京遺芳』 八木書店 復刊
平成 2（1990） 杉本一樹 鳥毛立女屏風本紙裏面の調査 『正倉院年報』12 正倉院事務所 昭和 60～63 年 屏風修理
平成 6～9 正倉院事務所編 『正倉院宝物』 毎日新聞社 10 冊本
平成 11（1999） 杉本一樹責任編集 『正倉院　文書と経巻』 皇室の名宝 05 朝日新聞社 週刊朝日百科
平成 13（2001） 杉本一樹 『日本古代文書の研究』 吉川弘文館
平成 15（2003） 杉本一樹 『正倉院の古文書』 「日本の美術」440 至文堂
平成 21（2009） 飯田剛彦 『正倉院の地図』 「日本の美術」521 ぎょうせい






















































期　間 : 平成 17～20 年（2005～2008），平成 21 年（2009）補足
報告書 :『正倉院紀要』第 32 号，2010 年
図　版 : カラー挿図 183 点　透過光写真を多用，一部に繊維の拡大写真を用いる。













































 主体  目的  種別  媒体 正集 続修 後集 別集 塵芥 続々 東南 備考
1 宮内庁 撮影 モノクロ フィルム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ マイクロフィルム
2 正倉院事務所 撮影 モノクロ フィルム ○ ○ ○ ○ ○ ブローニー判　台帳写真
3 正倉院事務所 撮影 カラー フィルム／デジタル △ △ △ △ △ △ △ 必要に応じて（図録など）
4 正倉院事務所（八木書店） 撮影・出版 カラー フィルム ○ ○ ○ 影印集成
5 史料編纂所 撮影・出版 モノクロ 乾板／フィルム △ △ △ △ △ △ △ 大日本古文書
6 史料編纂所 撮影・出版 カラー フィルム △ 荘園絵図聚影（絵図）
7 史料編纂所 ＤＢ モノクロ （紙→）デジタル ○ 2 の紙焼きをデジタル化， 文字切り出し（字典ＤＢ）
8 史料編纂所（学術創成） 撮影・ＤＢ カラー デジタル ○ 史料編纂所内で公開
9 歴博 撮影 モノクロ フィルム ○ ○ ○ ○ ○ △ コロタイプ素材
10 歴博 展示 カラー （紙→）フィルム→デジタル ○ ○ △ △ △ △
コロタイプを撮影，
フィルムをデジタル化
11 歴博 撮影 カラー  デジタル △ コロタイプ素材（続々修 7-2～）
12 小口雅史 出版 モノクロ （紙→）デジタル △ 1 の紙焼きをデジタル化
13 ＳＯＭＯＤＡ ＤＢ モノクロ （紙→）デジタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 の紙焼きをデジタル化
14 市川市史 掲載 モノクロ フィルム △ △ 9 の透過光紙焼きを転載




●　 中倉 32 詩序は，平成 7 年正倉院展図録に全紙のカラーあり。
●　 中倉 59 華厳経論帙に使われている新羅国官文書は，戦前の修理時の写真のみで，カラー無し。『正倉院の書蹟』に原寸一 
部あり。全姿は毎日本中倉Ⅱ（ただし小），平成 3・14 年正倉院展図録にあり。












倉院文書研究』第 5 号，1997 年。のち，同氏『正倉院
文書と古代中世史料の研究』（吉川弘文館，2012 年）に
収録。




（ 5 ）――岸俊男『日本古代籍帳の研究』（塙書房，1973 年）
156 頁。
（ 6 ）――虎尾俊哉「正倉院文書複製事業とその思い出」
『正倉院文書研究』第 5 号，1997 年。
（ 7 ）――成瀬正和「正倉院宝物に用いられた無機顔料」
『正倉院紀要』第 26 号，2004 年。
（ 8 ）――成瀬正和「正倉院文書と顔料調査」宍倉佐敏編
著『必携 古典籍・古文書料紙事典』八木書店，2011 年。





（2014 年 1 月 7 日受付，2014 年 5 月 26 日審査終了）
註
